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【市長との地域懇談会 記録】 

 

開 催 日 時    令和元年 5月 18 日（土） 

               18：00～18：30 

 

まちづくり協議会区域名  佐八学区まちづくりの会 

 

会     場    大倉うぐいす台公民館 

                  

参 加 者 数    20 人 

 

 

《質問・意見》 

35 年前、年金の講義を受けた際「少子高齢化により、あなたたちの年金はどうなるか分

からない」と言われた。今、少子高齢化は深刻さを増している。将来を見通す施策を考え

て欲しい。35 年経過したが同じ様なことが言われているので心配している。 

高齢者の自動車事故を受け、運転免許証の返納に係る報道があるが、返納したら生活で

きない。2、3年後が不安である。医療問題なども不安である。市民の不安を取り除くのが

市長であり政治であるのでお願いしたい。 

《回答》【市長】 

人口問題は出生数、出生率が課題であり、国としてはエンゼルプラン等を推進してきた。

出生率は 1.3 を割ったが、それを推進したからその程度で収まったのか、推進してもその

程度にしかならなかったのか、政策の成否が評価されていないのではないかと感じている。 

市では 10 年前までは人口減少、少子高齢化のイメージがぼんやりしていたので、町別の

将来人口を推計した。その推計を踏まえ、現在の政策を進め、人口が減少しても公共サー

ビスを提供できる環境整備を行ってきている。 

また、出会いから結婚、妊娠、出産、子育て等のサポートをしている。抜本的な解決に

なるかは難しいかもしれないが、色々試行錯誤をして進める必要がある。 

高齢者の不安について、公共交通の部分で将来の移動手段をどうするか、色々なご意見

を頂いている。今回、1 週 60 分の制限の中で、市内循環バスを走らせている。乗車してい

る 5 割の方が路線バスやおかげバスから乗り継いでいる。市内循環バスをきっかけに路線

バスをもう少し活性化することで、増便の交渉ができる。公共交通で足りないところのフ

ォローアップ体制を色々行っていきたい。 

 

 

《質問・意見》 

松井孫衛門神社に説明版を設置して欲しい。教育委員会では計画があるという話であっ

たが、1年以上経過してもできていないので、お願いしたい。 

三郷山にはカラスアゲハ等の珍しい蝶が生息している。数年前からマニアがその蝶の採

集のため、一挙に数が減った。三郷山の入口に小さな看板が設置してあるが効果がない。
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早急に蝶の採集禁止をお願いしたい。三郷山には早春の森、野鳥の森、秋の森などの名称

が付いているが、特定団体の名称が付いているのが気になっている。 

《回答》【市長】 

松井孫衛門神社の説明版と蝶の環境を調査して、対応させていただきたい。 

 

 

《質問・意見》 

若い人の働く場所のことで、今後企業誘致する方向でいくのか、それとも昔の話なのか。 

《回答》【市長】 

企業誘致はしていきたいが、現在、誘致可能な市有地がない。企業誘致する土地をどの

辺りに求めていけば、誘致できる可能性があるのか、今年 1年調査し決めていきたい。 

 

 

《質問・意見》 

福祉センター辺りにお年寄りが元気に過ごすための居場所を作って欲しい。学校区内に

デイサービスまでとは言わないが、拠点が欲しい。今、あちらこちらで趣味の会ができ、

思うように場所が取れない。閉校や閉園になった場所を確保していただきたい。 

《回答》【市長】 

伊勢市全体の公共施設をどのようにしていくかについて議論を進めている。人口が減少

していく中、いかにして公共施設の数を減らし、一方で使い勝手が良いようにしていくか

が議論のテーマになっている。この辺も参考にしていきたい。 

【健康福祉部長】 

元気に集まれる居場所作りをしている。まちづくり協議会の活動の中でも取り入れてい

ただけるよう、お願いしたい。 

 

 

《質問・意見》 

寿バス乗車券かタクシー券かの選択制にして欲しい。 

《回答》【市長】 

他市でタクシー券が金券ショップに流通したという問題もあったので慎重に検討したい。 

【健康福祉部長】 

タクシー自体がそれほどない現実がある。時間帯にも問題がある。車ではなく自転車の

ようなもので移動のアシストができないか研究している。 

【市長】 

地域の力を借りなければ全てのリクエストに応えられない。最近では沼木バスが一つの

事例。どこか拠点となるところまでの移動サポートを地域と行政とが組んでやっていくの

か、また、色々な手段が出てきているので、調査研究していく。 


